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研究成果の概要（和文）： 

 冷戦終結後の世界をいまだに大きく規定している歴史としての冷戦と同盟に関する主要な
問題を摘出し、それらを冷戦の終焉という視点から一次史料を使って考察することによって、
冷戦史研究ならびに日本外交にとって有意な知見を提供することを目指した。第一に、冷戦期
の秩序の構造や性格を実証的・歴史的に考察することによって、冷戦期と冷戦後の秩序の連続
性と不連続性を解明し、冷戦後の秩序を理解するうえでも有益な知見を提供することができた。
第二に、欧州とアジアにおける冷戦期の同盟関係を一次史料に基づき実証的に考察することに
よって、冷戦後の同盟、なかでも日米安保が抱えている諸問題を検証し、日本外交にとっての
今日的意味を明らかにすることが出来た。第三に、同盟の文化的・社会的・思想的基盤に分析
の焦点を合わせ、一次史料を基に実証的な検討を行うことによって、従来同盟研究で看過され
てきた側面に光を当てることができたことは、冷戦史および同盟研究における本プロジェクト
独自の貢献だと信じる。 

研究成果の概要（英文）： 
 The project intended to make contribution not only to the study of the Cold War history 

based on primary sources but also to provide relevant and useful findings for better 

understanding of Japanese diplomacy by exploring and examining major problems 

concerning the Cold War and alliances, still the defining factors in understanding the 

post-Cold War world. First, by putting to empirical and historical examination the 

structure and nature of world politics during the Cold War period, the research tried to 

illuminate the continuity and discontinuity of the world order during and after the Cold 

War, thereby offering significant findings for understanding the existing world. Second, by 

examining Cold War alliance relationships both in Europe and Asia from a comparative 

perspective and through use of primary sources, the research was able to come up with 

relevant and useful findings for understanding both Cold War and post-Cold War alliances 

and problems, especially those of the US-Japan security treaty system and their 

implications for US-Japan relations and Japanese diplomacy. Third, by focusing our 

analysis on the cultural, social and ideological foundation of the alliances, largely neglected 

niches in the past alliance studies, we could shed light on unexplored aspects of the alliance 

relationships, thereby making unique contribution to the historical study of the Cold War 

as well as understanding alliances during and after the Cold War. 
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１．研究開始当初の背景 
プロジェクトに応募した年は、冷戦終結後 20

周年、安保改定 50 周年を迎えたときであっ
た。なかでも、日本では「緊密で対等な日米
関係」を標榜する民主党政権が誕生し、鳩山
首相は「日米同盟のあり方全般について、包
括的なレビュー」を行うと述べるなど、新た
な日米関係を模索するだけでなく、「東アジ
ア共同体」の構築を旗印に、アジア重視姿勢
を打ち出していた。他方で、中国のパワーの
台頭と急速なアジア諸国の経済成長により、
冷戦後の東アジアの国際関係は大きな変化
の時期を迎えていた。このような流動する国
際情勢の中にあって、歴史の峠に立って、戦
後日本の東アジア諸国との関係を洗いなお
す作業が求められていると考えた。そこで、
一次史料にもとづく、冷戦と同盟に関する主
要な諸問題を摘出し、それらを冷戦の終焉と
いう視点から考察することによって、冷戦史
研究に新たな貢献をなすと同時に、日本の外
交にとって有意な知見を提供することがで
きると考え、共同研究に取り組むこととした。 

２．研究の目的 
以下の三つの課題を設定した。 

（１）実証的・歴史的アプローチに基づく冷
戦秩序論を目指す。冷戦の終焉という視点か
ら、冷戦秩序と冷戦後の秩序との連続性と不
連続性を明らかにすることによって、冷戦の
変容の意味を問い、冷戦後の世界をよりよく
理解するための知見を提供する。 

（２）冷戦終焉後の日米安保や欧州の同盟関
係の現状を視野に入れながら、冷戦の変容と
同盟をめぐる諸問題を冷戦期にさかのぼっ
て考察する。日米安保をはじめとするアジア
の同盟に焦点を合わせ、欧州の同盟内政治と
比較しながら考察することによって、日米安
保が現在直面する課題と問題に取り組むさ
いに有意な知見を見出す。 

（３）冷戦期の最新の動向を踏まえ、同盟の

文化的・社会的・思想的基盤といった同盟研

究の盲点となっている諸相を考察し、冷戦史

研究と同盟に関する独自の貢献を目指す。 

３．研究の方法 
 研究分担者のテーマに沿って、国際関係理
論研究、実証的な歴史研究、比較研究の三つ
のアプローチを各自が採用したが、共通認識
としては、最新の冷戦史研究を踏まえること
に加えて、比較の視点を重視し、可能な限り
一次史料を使った実証的な研究方法をとる
ようにした。冷戦史の最新の動向を研究に反
映させるために、全員で The Cambridge 
History of the Cold War 全 3 巻を読破し、

議論を重ね、問題関心と分析枠組みの共有に
務めた。 
４．研究成果 
本プロジェクトで得た成果は以下の三点に
要約できる。 
（１）秩序形成と変容 
比較の視点を踏まえ、冷戦変容期の秩序の

構造や性格を実証的・歴史的に考察すること
によって、冷戦期と冷戦後の秩序の連続性と
不連続性を解明し、冷戦後の秩序を理解する
うえでも有益な知見を提供することができ
た。 
（２）冷戦の変容と同盟内政治 

欧州とアジアにおける冷戦変容期の同盟
関係を、一次史料に基づき実証的に考察する
ことによって、冷戦後の同盟、なかでも日米
安保が抱えている諸問題を検証し、日本外交
にとっての今日的意味を明らかにすること
が出来た。 

（３）同盟と文化・社会変容 

同盟の文化的・社会的・思想的基盤に分析
の焦点を合わせ、一次史料を基に実証的な検
討を行うことによって、従来同盟研究で看過
されてきた側面に光を当てることができた
ことは、冷戦史および同盟研究における本プ
ロジェクト独自の貢献だと信じる。 

 以上三つの領域における個別研究に基づ
く論文を執筆したことが重要な成果である
が、なかでも欧州とアジアの同盟を比較考察
し、さらに同盟の文化的・社会的・イデオロ
ギー的基盤を解明する作業を行ったことで、
冷戦後の日米安保体制の持続性や日本外交
が直面する対米自立への取り組みに必要な
課題を明らかにしたことは特筆に価する。こ
れに加えて、総論としては、冷戦の終焉の視
点から、冷戦史の時期区分論を展開したこと
も注目に値する。この作業は、冷戦とは何だ
ったのかを考えるさいの歴史的視座を提供
すると同時に、冷戦期と冷戦後の秩序の連続
性と不連続性を理解するうえでも不可欠で
ある。従来の冷戦史研究においては、日本だ
けでなく、欧米においても、この課題に本格
的に取り組んだ研究はなく、この点での成果
は本プロジェクトの顕著な貢献である。また、
総括としては、冷戦を歴史的グローバル・シ
ステムとして把握するという視点を提供す
ることにより、「冷戦」の包括的な再定義を
試みており、この点も従来の冷戦史研究にお
ける、新たな貢献であると思料する。 
 なお、現在、成果を出版すべく、出版社と
協議を行っており、本年度中に刊行を予定し
ている。 
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